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で、使用済みエンジンに含まれる鋼材とそれに随伴する Niと Crといった 3つの物質が経時的な
変化を伴う異なる製品にどのように分布し、どのような経路を通じてどれだけ散逸するかを捉える
こと、リユース、リマニュファクチャリング、素材リサイクルネットワークの複雑さを反映するこ
ともできる。また、本モデルから導き出された計測指標を用いて、物質、製品や素材機能、残存価
値の損失回避効果の定量評価も実施できる。 
 本研究は、リユース・リマニュファクチャリングの導入効果の検証に一定の貢献を果たすことが
できる拡張性や応用性を持っており、今後の資源循環政策を物質循環から機能価値・経済価値の循
環へ移行させる上で、一定の指標として有用性を持たせることが可能と考えている。一方、データ
の不確実性やモデル限界への対処方法も提示されているため、他者が同じ手順で同じ結果が再現可
能であり、この対処方法に基づいて修正を加えれば、“自動車用内燃機関・同部分品” 以外の製品
や他地域への応用も可能である。 
 
 
